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配信日 2016/4/15 

ベトナムトレーニー 齋藤 佑樹 
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【基本情報】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ビジネス情報】 

 

海外レポート ～ベトナム編～ 

 はじめまして。池田泉州銀行ベトナムトレーニーの齋藤と申します。ホーチミン市に赴任し、 

１年半が経とうとしております。ベトナム第 1 号となる今回は、ベトナムの基本情報と日系企業・

日本人の進出動向についてレポート致します。 

 ベトナムは中国の南方、タイの東側に位置しており、南北に細長く、片側全てが海に面した特色

のある地形をしています。首都ハノイ市が政治の中心だとすれば、経済の中心は南部のホーチミン

市と言われています。人口は 9,000 万人超と、アセアン第３位を誇り、近い将来１億人を突破す

ると予測されています。また、平均年齢は 29.2 歳(2014 年 6 月 20 日現在。出所：CIA World 

Factbook)と若いことも特徴です。 

 共産党一党独裁で、安定した政治が運営されています。また、単一民族が約９割を占めており、

日本と同様大乗仏教を信仰する人が大半であるため、日本人が違和感なく生活することが可能です。 

 産業は伝統的に漁業、農業、縫製業が盛んな国ですが、特に、米、コーヒー、胡椒、カシューナ

ッツなどは世界トップクラスの生産量となっています。しかし、近年大手スマートフォンメーカー

が巨大工場を稼働させたことで、2014年のベトナムの輸出項目では、電話機・同部品が全体の 

１５％以上を占めて１位となっています。 

【ベトナムの概要】 【縦に長いベトナムの地形】 

  

 

 

 

 

国・地域名 ベトナム社会主義共和国 

面積 約 33 万平方キロメートル 

人口 
9,073 万人（2014 年） 
京（キン）族が約 9 割 

日本人人口 

約 13,500 人 
ホーチミン：約 6,700 人 
ハノイ：約 5,300 人 
（2013 年 10 月 1 日現在。出所：外
務省「海外在留邦人数調査統計」） 

首都 ハノイ 

言語 ベトナム語 

政体 ベトナム共産党（1 党体制） 

宗教 大乗仏教約 80％ 

通貨 
ベトナムドン(VND) 
1,000VND=5.1 円 
（当行 2016 年 3 月仮換算レート） 

 
 

1,500km 

飛行機で 2 時間 

青森⇔鹿児島に相当 

ハノイ 

ホーチミン 

出所：JETRO 
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【日系企業の動向】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本人の生活（ホーチミン市）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベトナムへは現在、2,000 社近い日系企業が進出していると言われています。うち、日本商工会

に加盟している企業は約 1,500 社です。進出企業にとってのベトナムの魅力は、何といっても若

くて豊富、かつ周辺国と比較して安価な労働力です。そのため、チャイナプラスワンとして、縫製

業やプリンター等の組立工場、その他労働集約的な産業が大きく進出しています。また、ＩＴ関係

も盛んであり、ウェブ関連や CAD設計などを行う子会社を現地に作る企業も多く見られます。 

 加えて、アセアンでも有数の工業団地数を誇り、初期コストの抑えられるレンタル工場も豊富に

あることから、モノづくり中小企業の進出も他国と比べて伸びています。 

 一方、市場としても人口や賃金が伸びることは明白であり、飲食などのサービス業やイオンなど

の小売業が徐々に増えてきています。 

【日本商工会 会員数の推移】出所：JETRO 【イオンモールも進出】 

ダナン

ホーチミン

ハノイ

  

 

（食事） 

 ベトナム料理は薄味で辛さもなく、日本人に適した味付けと言われています。しかし、駐在員の

多くはやはり慣れ親しんだ日本食が主食となっています。現在、ホーチミン市内で 250 店舗の日

本食レストランがあります。多くはベトナム人が経営していますが、最近では日本人が経営・料理

する場合も多く、味のレベルはどんどん上がってきています。食で苦労することはまずありません。 

 家族で駐在する場合、食材の調達が課題となります。ベトナムのスーパーマーケットは日本と比

べて鮮度や保管環境などが劣り、また独特の匂いもあることから、日本人には敬遠されがちです。

よく利用されているのが、日本人が経営する食材屋です。無農薬野菜や米、日本のように丁寧に処

理された肉や魚、小分けの惣菜などをデリバリーしてくれ、多くの家庭で利用されています。 

 

（住宅） 

 日本人が多く住むエリアは、中心街の１区・３区・ビンタン区、日本人小学校のある７区、日本

人幼稚園のある２区など広範囲にわたります。単身赴任用から３ＬＤＫの家族用まで多様なアパー

トが貸し出されていることから、選ぶのに迷うほどです。各部屋のオーナーが異なり、直接契約と

なることが多いため、日系不動産会社にサポートいただくことが一般的です。 
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続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（病院） 

 ホーチミン市内には、駐在員が利用する外人向け病院が複数あります。多国籍の医師で構成され

ていますが、病院によっては日本人医師が常駐しているところもあります。通常の病気や怪我であ

れば問題ありません。しかし、高度な医療が必要な場合、近隣のタイやシンガポールの病院へ搬送

されるケースが見られます。そのため、海外旅行保険への加入は必須と考えられます。 

 

（教育） 

 日本人幼稚園が３園あり、また文部科学省から教師が派遣されている日本人小学校が１校ありま

す。その他に、インターナショナルスクールも多数あることから、教育方針によって選択すること

が可能です。 

 また、公文式や栄光ゼミナールなど塾の進出も進んできており、補習校として利用されています。 

 

（交通） 

 市内を走る電車がないことから、駐在員の足はタクシーか社用車がほとんどです。タクシーでは、

Vina Sun と Mai Linh の２社が基本的に安全と言われています。非常に多く走っていますので、

すぐに捕まえることが可能です。現在、初の地下鉄建設が行われており、1 号線は日本支援を得て

2020 年に開通する予定となっています。バイクが非常に多いこの国の市民の足に変化が起きるの

か注目されています。尚、地下鉄と呼ばれていますが、水を多く含んだ地質であるため、路線の大

半が高架となっております。 

 

（治安） 

 ベトナムは世界有数の親日国であり、日本人や日本文化に対する興味や理解が進んでいます。政

治的にも安定しておりデモも見られません。唯一多いのがバイクによるスリです。歩道を歩いてい

ると後ろからバイクで忍び寄り、スマートフォンやカバンを盗られることがありますので、特に夜

間に一人で歩いている時は注意が必要です。 

 

建設中の地下鉄と、横を走る大量のバイク Vina Sun（白）と Mai Linh（緑） 
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【豆知識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.このレポートの内容は、情報の提供を目的としたものであり、本レポートに関連して生じた一切の損

害について、株式会社池田泉州銀行（以下「当行」という）および当行グループは責任を負いません。

ビジネスに係る最終決定はお客様ご自身の判断でなさるようお願い申し上げます。 

2.このレポートに記載されている情報には公開情報からの引用および著者の個人的見解が含まれてお

ります。かかる情報の正確性・適切性等について当行および当行グループは何らの検証も行っておらず、

また、これを保証するものではありません。 

3.このレポートの内容は、お客様限りでご使用下さい。当行および当行グループの事前承諾なく、本レ

ポートの全部若しくは一部を引用または、複製、転送等により使用することを禁じます。 

～ベトナム人の名字の約４割を占めるグエン（阮）さん～ 

 ベトナムで名刺交換をした際に気づくのが、グエン（阮）さんがとても多いということです。な

んとその割合は全体の約4割となる3,176万人！近隣国マレーシアの人口が約2,800万人ですか

ら、グエンさんだけで大国ができてしまうと言っても過言ではありません。尚、グエンは世界第４

位の多さであり、１～３位は人口の多い中国から「王、李、張」がそれぞれ 9,000 万人前後（７％

前後）と突出した結果となっています。しかし、割合でいえばグエンがダントツであり、街中で「グ

エンさん」と声をかけると多くの人が振り返ることになります。しかし、それでは非常に社会生活

がややこしくなってしまうため、基本的にベトナム人は姓でなく名で呼び合います。名刺等におけ

る記載は日本と同様に左から姓⇒名となります。ミドルネームを持っていたり、女性を表す THIが

入る場合もありますが、基本的には一番右側にある名前で呼ぶと良いでしょう。 

 

＜例＞ Nguyen Thi Xuan Nuong さんの場合 

Nguyen（名字） Thi（女性を表す） Xuan（ミドルネーム） Nuong（名）←ヌンさんと呼ぶ 

 

【ベトナム名字ランキング】

◇1位：グエン(Nguyen：阮) 約3176万2300人・38.0％

◇2位：チャン(Tran：陳) 約919万4400人・11.0％

◇3位：レ(Le：黎) 約794万0600人・9.5％

◇4位：ファム(Pham：范) 約593万4500人・7.1％

◇5位：フイン/ホアン(Huynh/Hoang：黄) 約426万2800人・5.1％

◇6位：ファン(Phan：潘) 約376万1300人・4.5％

◇7位：ブー/ボー(Vu/Vo：武) 約325万9800人・3.9％

◇8位：ダン(Dang：「登」におおざと) 約175万5300人・2.1％

◇9位：ブイ(Bui：裴) 約167万1700人・2.0％

◇10位：ドー(Do：杜) 約117万0200人・1.4％

いずれの名字も
王朝名が由来

 
（リクルーティングスタジオ㈱調べ 2014.11） 


